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≪個人のパフォーマンスを高める「自律力」≫ 

【はじめに】 

いつも大変お世話になっておりま

す。 

今回は、メンバー個々人のパフォ

ーマンス（業務成果）を高める上で必

須の「自律力」についてお伝えしたい

と思います。 

「自律力」とは、読んで字のごとく、

自らを律する能力、すなわち、自分自

身を思いどおりにコントロールする

能力のことです。 

言い換えれば、目標を達成するた

めに必要な行動を継続していく力、

ともいえるでしょう。 

経営層の方であれば、ご自身はも

ちろん、自社のメンバーにぜひ身に

着けてもらいたい能力といえますよ

ね。 

ですが、具体的にどんな考え方の

もとに、どんな行動習慣を身に着け

ていくことで自律力を高めていける

のか、と考えると、なかなか明確な答

えが見えない方も多いのではないか

と思います。 

そこで、本稿では、「自律力」の基

となる要素を具体的に分析しつつ、

それらの要素を高めるために効果的

な行動習慣についてお伝えしたいと

思います。 

 

「自律力」の基になるもの 

 

まずは端的に結論からお伝えしま

す。自律力の基になる代表的な要素

は、以下の３つです。 

 

①  主体性（自分の考え方と行動

選択に集中すること）  

②  自らの理想像の明確化（あり

たい人間像を思い描くこと） 

③  効果的な優先順位付け（重要

事項に時間を優先的に使うこと） 

 

＜① 主体性＞ 

（１）「主体性」の本質  

「主体性」は、他人の言動や周囲の

出来事、あるいは環境的変化等に一

切影響されず、常に自分の考え方と

行動の選択に集中する態度・姿勢の

ことです。 

逆に言えば、自分の身に起こるマ

イナスな出来事や、うまくいかない

課題・問題等について、それを他人や

政治、社会などのせいにする考え方
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や発言傾向の多い人は、主体性の欠

けている人、ということができます。 

自らが直面する課題・問題をクリ

アして、目標を達成したり、成果を上

げたりといったパフォーマンスを発

揮していくためには、そのような目

標達成等に対して効果的な行動をと

り続けていくしかありません。  

自分が何もしなくても、勝手に誰

かが自分の直面する問題を解決して

くれる、という状況は、乳幼児期のと

きであればともかく、大人の社会で

はまずありえませんよね。  

ですから、結局、自分が直面する問

題の解決方法について、自分で考え

て、情報を集め、必要な行動を積み重

ねていける人だけが、持続的に成果

を上げ続けることができるわけです。 

もちろん、問題解決のために誰か

の力を借りる場面は大いにありえま

すが、その場面でも、相談したり、対

価を払って依頼したり、といった具

合に、他者の力を借りるために効果

的な行動を自ら実践していく必要が

あります。 

 

（２）主体性の（組織的）高め方  

このように、主体性は、個々人のパ

フォーマンスを最大化する「自律力」

を高める上で必須の要素ですが、当

然ながら、誰しもが簡単に身に着け

られるものではありません。  

ですから、チーム・組織全体として、

常に主体性を高める上で効果的な行

動指針や仕組み、ルール等を設定し、

継続的に取り組むのがおすすめです。 

具体的な行動指針は色々と考えら

れますが、私のおすすめは、どんな仕

事のどんな場面でも（＝例えミスや

問題の発生した場面でも）、発生して

いる問題の解決や、あるいは、同様の

問題の再発防止といった、獲得した

い未来に向けて「これからどうする

か（どうすることが効果的か）？」と

お互いに問いかける、という行動指

針です。 

逆に言えば、ミスや問題が生じた

ときに、「なんであの時～～しなかっ

たのか！」と過去の行動の問題点に

ばかり焦点を当てたり、「あなたは～

～ができていないからこういうこと

に・・・」というように、現在の属人

的な問題要素にばかり焦点を当てた

りすることが常態化している組織で

は、個々人の自律力のアップは見込

めません。 

それどころか、むしろ、主体性を減

退させ、お互いに足を引っ張り合っ
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たり、責任の押し付け合いというよ

うな、およそマイナスな効果しかな

い悪習慣が広まってしまうことにつ

ながります。 

確かに、問題の発生原因を分析す

ることは大切ですが、それは、再発防

止のためであったり、失敗を未来の

成功の糧とするといった、まさに「獲

得したい未来に向けたもの」であっ

て、上記のような悪習慣を広めるた

めのものではありませんよね。  

ぜひ、どんな場面でも、（問題の発

生経過や状況を把握した上で）「これ

からどうしようか」と未来に向けた

問いかけを行う習慣を自社のルール

に取り入れてみてください。  

 

＜② 自らの理想像の明確化＞ 

（１）「理想像」を思い描く  

世の中において、売上・利益目標で

あるとか、「上場を目指す」といった、

企業の物質的成長目標を設定してい

る企業は非常に多いと思われます。  

これに対して、そういった物質的

な側面ではなく、松下幸之助がいう

ところの、「社会の公器」である企業

としての「あり方」をきちんと考え、

さらには、社員個々人の、人としての

「あり方」を、本人が自ら表現できる

くらい明確化することに焦点を当て

ている企業は非常に少ないでしょう。 

ですが、自律力との関係では、この

ような、人として目指す「あり方」（理

想像）を明確化することは極めて重

要です。 

理由はいたってシンプルです。  

目的地（自分の理想像）が定まって

いなければ、そこに近づいていくた

めに効果的な道筋（行動）を選んでい

くことなどおよそ不可能だからです。 

人は、「自分はこんな人間でありた

い」という理想像を明確に思い描く

ことで、はじめて、日々の行動選択に

おいて、「自分が目指す理想像に近づ

くために効果的な行動は何か？」と

考えていくことが可能になります。  

例えば、初めて訪れる国で、自分が

たどり着きたい目的地がどこにある

のかよくわかっていなかったら、ど

のような交通手段を使ったらいいの

か、どの道を進んだらいいのか、どの

方角に向かったらいいのか、といっ

たことが全然わかりませんよね。そ

して、そのような状況で闇雲に移動

した場合、結局目的地から遠ざかっ

てしまっているということも珍しい

ことではありません（※ちなみに、私

はいわゆる方向音痴なので、恥ずか
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しながら、札幌市内であっても、初め

て行く地域だと、スマホのナビ機能

等を使わないと、平気で逆方向に進

んで行ったりしてしまいます）。 

人の「生き方」についても、同じこ

とがいえるわけです。 

どういう人間でありたいのか、と

いう点（＝目的地）が明確になってい

なければ、そのような理想像に近づ

いていくための効果的な行動（道筋

や移動手段）というものは定まりま

せん。 

カーナビを活用するためには目的

地設定が必要なのと同じように、人

として目指したい「目的地」（＝理想

像）についても、これを明確に設定す

ることが、自律力につながるという

ことです。 

 

（２）理想像を明確化するために  

組織に属する個々人（社員）が目指

す理想像は、考えたことのない人が

大半のはずです。大学までの一般的

な教育課程において学ぶ機会はほぼ

なく、両親や身近な大人でそのよう

なことを教えてくれる人でもいない

限り、考える機会がないからです。  

また、自分がどのような人間であ

りたいのか、という問いは、ともすれ

ばやや哲学的な側面もあり、簡単に

答えの出る話でもありません。  

ですから、最低でも３～6 か月に

1 回程度は、みんなでお互いに「自分

の理想像」について考えて意見交換

しあうような社内研修の機会を持つ

ことをおすすめします。  

実際、北海道には、２５年以上にわ

たって、「３KM」（スリーケーエム）

という、土屋ホームの土屋公三元会

長が開発した人材育成プログラムに

基づく社内研修を継続し続け、売上

規模数十億円から１５００億円を超

えるまでに成長を遂げているオカモ

トグループという実例もあります

（※オカモトグループは、トップで

ある岡本謙一会長ご自身が、３KMに

よる研修に熱心に取り組まれていた

という点でもお手本といえます）。 

なお、このような取組みを行った

ことがなく、興味はあるけどどうや

ればいいのかわからない、という方

は、能力開発研修・セミナーの累計実

施回数１５０回以上の阿部が研修講

師としてお手伝いできますので、ぜ

ひご相談くださいね！  

 

＜③ 効果的な優先順位付け＞ 

（１）優先順位付けの重要性  
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①主体性を持ち、②自分の理想像

を明確化できていたとしても、日々

の時間の使い方がコントロールでき

ていなければ、せっかくの自律力が

持続せず、成果につながりにくくな

ってしまいます。 

例えば、「多くの人から感謝される

人間でありたい」というように、自分

の理想像が明確になっていて、かつ、

何が起きても「これから自分がどう

するか」と考えられる主体性を持っ

ている人がいたとします。本稿にお

ける自律力の要素①、②をいずれも

持っている人、ということですね。  

このような人が、（感謝されたいと

いう欲求に素直になりすぎるあまり）

他者からの様々な頼まれごとについ

て、なんでもかんでも引き受けてい

ったらどうなるでしょうか。  

ほぼ間違いなく、時間が足りずに

パンクしてしまいますよね。  

その結果、ご自身の体調を崩して

しまったり、１つ１つの依頼事の成

果が中途半端になってしまって、結

局誰からも感謝してもらえない、と

いうような最悪の事態が起きてしま

いかねません。 

だからこそ、自らをコントロール

し、高いパフォーマンス（成果）を出

し続けていく「自律力」の要素として、

（時間の使い方に関する）効果的な

優先順位付けが重要になるのです。  

 

（２）タイムマネジメント能力の高

め方 

時間の使い方に関する効果的な

優先順位付けを行う能力は、一言

で言うと、「タイムマネジメント能

力」と言い換えることができます。 

このタイムマネジメント能力を

高める上で重要なことは、自分に

とって優先的に時間を使うべき事

柄（＝重要事項）の整理＆取捨選択

です。 

そして、このような、重要事項に

関する整理＆取捨選択については、

時間を使う対象となるタスクを

「緊急軸」と「重要軸」で４種類に

分ける「時間管理のマトリックス」

を活用することが効果的です（※

具体的なイメージとしては、次頁

の図をご参照ください）。 
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上図のとおり、自分の時間の使

い方について、 

 

Ⅰ（緊急で重要なこと） 

Ⅱ（緊急ではないが重要なこと） 

Ⅲ（緊急だが重要ではないこと） 

Ⅳ（緊急でも重要でもないこと） 

 

の４つの領域に分類して整理す

ることで、まず、自分の時間の使い

方に関する棚卸し（＝現状把握）を

行います。 

その上で、時間を集中させるこ

とが最も効果的と考えられている

第Ⅱ領域になるべく多くの時間を

使うことができるよう、いかに他

の領域の時間を減らして第Ⅱ領域

への時間を増やせるか、という取

捨選択を考える、という方法をお

すすめします。 

なお、この点についても、前記②

の要素と同じく、阿部が社内研修

のファシリテートを行うことがで

きますので、興味がある方はぜひ

ご連絡くださいね！  

 

以上、今回は、社員のパフォーマ

ンスを最大化し、かつ長続きさせ

る上で必須の「自律力」について、

これを分析し、高める方法につい

てお伝えしました。 

今後の組織力アップにお役立て

いただけますと幸いです。 
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